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Allethrine及びDDTは 剤とし 非剛 性界田活性剤 払Ⅱ.9く≡〉o(cm cⅡ20-)nil
系を措助剤とした時のアズキゾウムシに対する殺虫力と活性剤の界団の恒数 との関係を調べ,

allethri11eの場合は活性剤の丑度が増加する程,又DDTの場合は高結合のもの程殺虫力が
小<ありその作用摺矧こ活性軸のミセル形成能及び虫体細坪の含指物が関与する事を推療した｡

非解雌性界面箔性剤の発達は凸菜の製剤に多大の変

化を与えている｡しかし現在お菜耶助剤として基礎的

を研究は殆ど行われていない.現在衣両班九 界加災

カ,接触tTl等の測正により,界面化学的な両から評価

されて屈-るが的5報(11に於いて稚Jdlした如 く,生物I

に対する形瓢 良薬の効力に対する影野はこの測定丈
では満足山来るものでなく,DL,-L･々はこれらの閃掛 こ就

いて追求してきた｡
W.Ebcling(21(lfJ37)はC;lliforniaredscalett=

対し訊恨--1コチソ,及び Na-dinitroIO-CyCIohcxyl-

phenolの一定腔姥の効37ミに対す る界耐拓也剤の

影野を調べ,投出カは添加したjml.佃括性剤に比例する

即を批 1]-･しているOこの東胡王を雷々は四枚討し,初め

アズキt/ウムシ CalZosobrNChTLSChllZenSisL.を川い

琉放=･コチソの効-力に対する各班界IrAi朽吐剤の形詔を
調べたが,同様な成班を育三lる叫が川来ず供試昆虫を色
々検討,試験した枯凪 ゴボウヒダナガアブラムシ

ATacroslphtL,llgObon;sMatsumllraを位mした場合,

成る程腔相似した傾向を得たく3)｡一方,A.E.Alex-

:tndcrは石灰'俄の殺菌力に対する括性剤の影響は共

のミセ′りβ成限界沈姥附近で殺菌力が斑も大きく現わ､

れる叫を報ffl'･している(17.雪々は桁胡麻班植田 0♪h-
2'oboLLLSILli_1･L7bealZILS.侶鉛関白glTIJ揃菌核 Ety♪ochntlS
lenE,;/tIglLSに就き即恨7エニール水銃の効-JJに対す
ろfIT;性刑のlG73部を調べたところ,捌かにflTi地利の比較

的托い氾蛙附近に於いて設悶-JJはJrt･指を77;したく51｡又
印判こおける同菜刑の苅野に対する弼性剤の膨笛は和'
:(･の托蜘こよって'1つの刑があること･をnJlかに し

た0｡その後アズキtJ'ウムシに対する7レスt)yの効
力に及ぼす耶f'1:和 CRlT170(CHeCIleO-),JTの

,rlm を調べたところ前.7iiiの-'･ポウヒゲナガ丁プラムシ

の1劫合とgi･る帆■'.)を示し班蛇に旺比例して殺虫力は減

t=,ヨ与の娘じ方も捕性刑の (Clr2CII201)基の長さ

に影辞される約月ミを7rJた(I)｡以上の純米を総合すると
拓性剤の菜効に及ぼすよじ矧士別71r((･b で京した約1図
の型に大別することがLlI;払その野矧 土箔比和のtILIj

(HydrophileLypophilcT].llancc)と生杓の柾炉,

即ちこれらを捕成する化組手硯の現机的,訊水的な度合
に左右されろ叫を維'F.一亨して来た｡

今回吾々は C91-1!,(r三〉 (cl･･lCII201)･･Il系
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の放校に就き二三の実験を行ったのでこれに就いて拙

岱する｡

実 験

I) 任用界i頚活 性剤
Polyoxyethylennony】phcnol 中 , 次記の縮合庶
(平均 約合比)の ものを班用した ｡

caII.9く_=yo(cl‡2C上120-)6lI

c9Il.9く∋ o(cH2Cli20-)8王i

c9Il"(r=Tyo(cH2CH201),0王i
IC91119(7-=yo(C王i2C王1201)121I
c9ⅠⅠ10∈ 〉0(CZIeCH20-)151Ⅰ

2) 袋田張力及び界面張力の測定

近田張力は DuNouyの Tensiometerをfljい,

叉界iAi張力かiLtll'iifは流動パラフィンに対 して行い,同
様 Tcnsiomcterによって測定したく6)｡即ち一定容器

に-T泣出の放淡を入れ,枚液でぬらした白金現を邦の
誠回に位荘せしめ,泣正の流動,{ラフインを除々に流

し二暦を作り,Tensiometer叶の指針をまわし現が完

全に放流を離れて上層液中に移行する迄にRtした77.･蛇

を読み,水との比較に於いて dyn/cm を攻めた｡温

度は210-230に於いて行った｡

3).接触角の測定

小泊の拡大投影による方法を用い,粥の評細は筋lL

報と同株である｡く3)その結果幻1表に戻す如くなった｡

4) アレス1)ンの殺虫力に及ぼす界国活性剤の彪響

アレスリンの結晶を 1036.エテールアルコールにfl?

解して 0.O2% 液を調整し これに前記の折合比のLTB

った界拙箔性剤をそれぞれgTr定の濃度に合-和せしめた｡

この調製硬15cc中に供託虫 25個体を 10秒riS)(230)

滋流し 280の定温酔 いに･C24時間故旺後,死虫数

を茄計したo供託昆虫はアズキゾウムシ CalZosobrlL-

chsuchillenSIsI,..で当研究室にて永代飼育せるものを

蚊い,突放は二速区,三回繰返して行った｡素醐ミは妨
2図 にしめした｡

Tablel･ 'surfacechemicahbilitiesofC91119く∋ o(C.‡2Cli20)～H (21-23｡)
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'Fig.2.Effectsofsllrfaclantstothetoxicity
ofallethrine.

(.D10,Qb'ェチ-ルアルコール液に就いてブラyクテス

トを行ったが夕E虫は認められなかったoLかしアルコ

ールの影矧 ま当然考えなくてほならないが実験の口約

から一応無視することにした｡

この結光より見ると括性剤の汲圧に比例じ⊂アレス

I)ンアルコール沼の効力が抑制されることは明かであ

ち,各桁分圧別の迄はこのデーター丈では末だ紹宗創出

一系ないのでRTに追求する打iりであるo
S) DDT乳剤に於ける界田活性剤の影響

前記の拓性別をそれぞれDDT乳剤の乳化剤として

用い約合圧の変化と殺虫力に就いて調べた,即ち次の

処方に従って4壬窮の梨剤を作り各々に就いて試放したO
処方 乳 化 剤 10,00/
虫 剤 23.81%'(ppLDDTとして20%)

キシロール 46.1!1%
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以.l･.の乳化RlJは4,8,12,lr･nlnl.の Il01yo.yycthy-

】L･nnOnyTphenolの4純である｡

J･.記供it薬剤を講滞水にて 2OO,400,I;I)tJ,SfJO,

10OUl'Eiの5段階に和め,此の柁釈A-117ccをふて給付に
取t)230にて供訳出25胴体を1O秒WITIUfL:i-･j̀
シャーレに入れ定温器2So中にて2抑古間及4S咋rlu柘
退後死出数を環計した｡比の結果を第2…表-,約3;枯

第3図に示した｡

Table2.TheeffectofPolyethylennony1-

phenoltothetoxicityofDDTemulsion.

Themortarity(,oof)after-14hours.-

Themortarity(,oo').lfter4FHIOllrS.

Table3･M.ortalityinProbit.

これを見ると乳化剤の托班によっ七効力の辺が認め
られ,訊吐剤の糾合性の-lfに従う仰向を7-I.;してゐろO

これは効力の絶体flE'耳が増加したためか班じたためかだ

準剤の選定が困難なため決tjE'iL難いが,界両張力が高
い方が効力は減じて居る｡界両張力によって左右され

る原因は乳濁波の粒子の形状,溶透九 附着力等が考

えられるが,比の何れに起関するかは簡単には決定し

難い｡
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要 約

･JJ棚 tLP紬i活性剤C9I-119くニラo(clleCHe0-),i

lIの芥紡合皮のものに就き表面張力,及びパラフィ

ン何に対する接触角を測定し縮合度の変化と界面括性

剤の拙-)Jとの関係を調べ史にアズキ'}'ゥムシを対象に

して7レスリy液の殺虫力が前記活性剤にて如何に変

化するかを調べた.その結果一般に界面活性剤の漬姥

の増加は殺虫力を城少せしめた｡I

叉 DDT20%乳剤の乳化剤としてそれぞれ前記界

的一括牲剤の4,8,12,15m.ol･を位用し殺虫-JJを調べ
た折,その間に相違が見られ,苗統合の活性剤仙用の

場合,依折合のBil･合に比べて殺虫力は供かった.しか

しこれは高齢合の吻合,殺虫力が抑制されたのか,舵

緋稔の場合殺虫'))が増加したのか明かでない.

以上の出井ミを総合すると既述の物理的測定によって

のみ殺虫剤に対する界耐括性剤の影響を判断する恥 ま

山来ない｡これは拓性剤のミセル形成の影野と虫休が

aJJl+る蛸jnl物,雛脂物のiiiや矧 こ左右されるためと
考えられる結局これらの作用方式は5.E･言にて述べた作
川仙帆に従ってCI･る叫が判った｡
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2. ピレス ｡イ ドに対する除虫菊結晶性樹脂の共力効果につし､て (第 1報) tl]村悌∵･

松原弘道 (名古良大学 出学部 出芸化学鼓室 ･肢早大学 良学部 出芸化学教室)30.1.28.受理

r除虫菊樹脂中から分磁した結晶性樹脂及び其の塩酸分解物はアカイエカ幼虫に対し霞力を有せ

ず,又其のビレス17イドによる致死に対しても全く共力効果を示さないが,ヒレ7･l)ンによる

イエバエの落下仰葱に対しては共力効果を示すのを罷め,除虫菊剤の速効性の原因の一部は こ

の共力効果に依るものと想像せられるに至った｡

光に著者の1人m村及び共同研究者(1) は除虫菊有

効舜分を工業的に除虫菊花から石的ベンヂンで抽Luす

る際得られる別 旨中から mp1990の結晶を分紐し,

非の化学的性矧 こついて報JHしたO著者等は本化合物

並に共の塩恨分相 こよt)得られる mp222-2230の結

JIJが mcthylcncdioxyphcnyl之左を有する都から,那

4

の pyrethroidsに対する共力効刀ミに歩!収 をもち,,lG

のアカイェカに対するEB性及び talcを払亡剤としてこ

れに除虫i･Jl粉或は除虫菊'ェキスを配合L pyrctllrins

含鼓を0.092%或は0.2%にした粉剤に除虫J!EU'結晶性

梯胴をpyrcthrinsの2-171.だ･iiiL添加しイエバェに対

する落下仰転共力効果を撤粉降下装正弦によ,)試放し


